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株式会社 東邦銀行

○ 設立：1941 年
○  事業内容：貯蓄・運用や各種ローン、
保険販売などの個人向けサービスや
資金調達、事務合理化などの法人向
けサービス

○  従業員数：単体 1,881 名、連結 1,895
名（2015年 3月現在）

○ 年次有給休暇の取得率：67％
○ 年間休日数：120 日
○ URL：http://www.tohobank.co.jp/

企業プロフィール の未取得分を積み立てて充当できるもので、積立日数
限度をこれまでの60日から120日へと倍増しました。
その利用目的も、これまでは私傷病とボランティアの
みに認められたものでしたが、2015年度より介護と
育児、そして孫のための休暇である「イクまご休暇」の
３つが新たに加えられました。いずれも有給休暇扱い
となります。

子どものための育児休暇があるなら
孫のための休暇があってもいいはず　

　育児は小学校卒業前の子どもを持つ行員、介護は要
介護状態の両親がいる行員を想定したものと言えます
が、「イクまご休暇」はさらにその先の、祖父母にあた
る行員が孫の育児等を支援するためのものになりま
す。
　例えば以前に、こんな声があったのです。「遠方に住
む娘が近々第二子を出産することになり、手伝いに行
きたいけれども仕事があって休めない」。第一子は里
帰り出産だったため、通常通りに勤務しながらでもケ
アできたそうですが、今度は一人目が保育園に通って
いるなどの理由から里帰りできないという話でした。
育児休暇は今や当たり前になりましたが、それなら孫
のための休暇があっていいのではないか。そうした思
いもあって、制度づくりがはじまりました。
　もちろん、一義的には年次有給休暇の100％の消化
を目指しています。しかし、積み立てた場合の選択肢

として提示する意義は小さくないと考えています。
　孫が病気になったときに、他の子の世話で手が離せ
ない娘の代わりに病院まで連れて行く。数日間の研修
が入ってしまった息子の代わりに、孫の面倒を見る。
さまざまな状況の下でイクまご休暇が活用されてお
り、これから孫が生まれるという行員が取得条件につ
いて確認にくるケースもあります。
　「イクまご休暇」とわかりやすくネーミングしたこと
も、認知の拡大に貢献したと思います。「孫のために休
んでもいいのだ」という認識が行員間で共有されたこ
とも、制度利用者の増加につながりました。
　孫がいる世代の行員の多くは、なかなか年次有給休
暇を消化しきれずに勤め上げ、産前産後もすぐに職場
復帰された方々ばかりです。そのため、孫のためには
時間を取ってあげたいという声が少なくありません。
利用者はお孫さんと密接な時間がとれたと喜ばれてい
て、これからの仕事の励みにもなっているようです。
　今後も多種多様な休暇制度の認知に努め、仕事と家
庭の両立支援を図っていきたいと考えています。

多様な制度の充実

　職員活躍推進室の設立と同時に、時間単位の年次有
給休暇や妊娠・介護に伴う短時間勤務制度の拡充、半日

有給休暇制度、朝型勤務の開始時間繰り上げなどが新
規導入・改定され、より多様な勤務が可能になりまし
た。
　積立特別休暇制度も拡充しています。年次有給休暇

　職場の皆さんに快く送り出してもらえ、娘夫婦か
らも感謝されました。第二子、第三子が生まれたと
きは、上の子ども達の世話をする人手が必要となり

ます。イクまご休暇はそうしたニーズに応えた制度であると思
います。幼稚園の送り迎えや買い物、食事の支度など、一日一
日があっという間でしたが、孫たちも喜んでいて、休暇を取っ
て良かったです。

（新さくら通り支店　業務主任嘱託　鈴木常子さん）

福島県

石川調査役と戸田室長

孫のために休む「イクまご休暇」を特別休暇に
追加し年次有給休暇の未取得分を有効活用

イクまご休暇

家族のための
休暇制度

①孫がいる行員に新しい休みの取り方を提示
②わかりやすい「イクまご休暇」という名称で制度の認知・利用を促進

ポイント

　1941年、地元３行の合併で設立された東邦銀行は、それ以来地域密着の地方銀行として地元・福島県の経
済を支えてきた。東北６県では２番目に大きな規模を持ち、堅実な経営で顧客数を伸ばしている。
　企業運営の基盤にあるのが、「人を大事にする経営」という姿勢だ。その考えを頂点に、お互いを支えあい
高めあう企業文化の醸成や行員の活躍機会の拡大を促し、多様な人財が活躍できる組織・風土を作れるよう
常に改善されている。こうした行員の多様性を積極的に受け入れる考えは、各種制度という形でも具体的に
表現されている。例えば時間外労働を17時15分の定時以降に限らず、朝も対象にして朝型勤務を実施。帰
宅後に家族との時間を大切にしたい行員から歓迎された。この他にも結婚休暇や看護休暇、介護休暇、リフ
レッシュ休暇、裁判員制度休暇、健診休暇なども整備している。
　そして2015年３月には、職員活躍推進室が新設された。これまでは「ハートフルスマイル」という女性活
躍推進プロジェクトが存在し、女性の目線を中心に制度の見直しが提案されていたが、多様性への取組みを
より包括的に進めるべく設けられた。今回は同室の初代室長に就任された戸田満紀子さんと、各種制度づく
りを担当している人事課調査役の石川秀正さんにお話を伺った。


